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２）勝又俊太郎：日本小児科学会雑誌,５８（１０）:８９３（１９５４）
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４）勝又俊太郎：日本小児科学会雑誌,５８（１１）:９６５（１９５４）

１１

ビオフェルミン製薬株式会社 学術情報グループ

〒６５０−００２１　 神戸市中央区三宮町一丁目１番２号

電話（０７８）３３２−７２１０　ＦＡＸ（０７８）３３２−７２２７

大正製薬株式会社 メディカルインフォメーションセンター

〒１７０−８６３３　 東京都豊島区高田３−２４−１

電話 ０１２０−５９１−８１８

日本標準商品分類番号　　 ８７２３１６

 貯法：室温保存。開封後は湿気をさけること。

 使用期限：外箱に表示の使用期限内に使用すること。

（使用期限内であっても、開封後はなるべく速やかに使用すること。）

承 認 番 号    ２２１００ＡＭＸ０１７２５０００

薬 価 収 載　　　  ２００９年９月

販 売 開 始　　　  １９１８年２月

再評価結果　　　  １９８４年６月

ＢＩＯＦＥＲＭＩＮ○R POWDER

組　　　成

製剤の性状

１ｇ中に次の成分を含有する。

　ラクトミン……６ｍｇ　　　糖　化　菌……４ｍｇ

　添加物として、バレイショデンプン、乳糖水和物、沈降炭酸カルシウム、白糖を含有する。

白色の粉末で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがあり、味はやや甘い。

分包品　識別コード：ＢＦ１１

【効　能　・　効　果】

腸内菌叢の異常による諸症状の改善

【用　法　・　用　量】

通常、成人１日３〜９ｇを３回に分割経口投与する。

なお、年齢、症状により適宜増減する。　　　　　

【使用上の注意】

＜適用上の注意＞ 調製時：アミノフィリン、イソニアジドとの配合により着色することがあるので配合を

さけることが望ましい。　　　　　　　　　　　

【薬　効　薬　理】

　

【有効成分に関する理化学的知見】

　

【 包　　　　装 】

　

１．本剤含有の乳酸菌を投与することにより、腸内菌による腐敗産物の産生が抑制される（ラット）１）。

２．本剤を投与することにより、腸内有用菌であるビフィズス菌優位の腸内菌叢にみちびく（ラット）２）（ヒト）３）。

３．本剤をヒトに投与した結果は次のとおりである３，４）。

 （１）健康人工栄養児では腸内の腸球菌が増加し、大腸菌が減少する。とくに下痢症患児ではこの傾向が著明

　 　 である。

 （２）糞便のｐＨ値は健康人工栄養児では軽度に、下痢症患児では著明に低下することを認める。

＜作用機序＞

　　本剤の乳酸菌は腸内で増殖し、乳酸等を産生して腸内菌叢の正常化をはかり、整腸作用をあらわす。

　

　 （１）ラクトミン（Lactomin）
　 　　 菌　種：Streptococcus  faecalis
　　 　 性　状：白色〜わずかに黄褐色の粉末で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがある。

　 （２）糖　化　菌（Amylolytic  Bacillus）
　　 　 菌　種：Bacillus  subtilis
　 　　 性　状：白色〜わずかに灰褐色の粉末で、においはないか、又はわずかに特異なにおいがある。

製造販売元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  販　売　

○R

配合散
乳 酸 菌 整 腸 剤
（ラクトミン製剤）

【組　成・性　状】
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